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金沢市都心軸交通環境整備検討委員会
都心軸の交通環境の改善に向けて、渋滞緩和施策等の道路環境の
改善やマイカー流入抑制策などの公共交通利用促進を検討

交通環境整備部会 公共交通利用推進部会
公共交通の利用促進に向け、利用しや
すい環境の改善策や市民の意識醸成を
図る各種施策等を検討

（検討結果報告等）

本委員会の目的

都心軸の渋滞緩和施策等、道路環境の
改善に向けて専門的な見地での検討
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議題

１ 公共交通モニタリング調査の結果

２ モビリティ・マネジメントの取組

３ バス専用レーン時間帯拡大実験及び本格実施

４ 都心軸等の交通量調査結果

５ 携帯位置情報データを用いた移動需要の分析



■実施概要

・概要：石川中央都市圏（金沢市、白山市、

野々市市、かほく市、津幡町および内灘町）

に居住されている方より無作為抽出し、郵送

により10,000部を配布（うち金沢市6,000部）

・調査期間：令和2年7月 6日（月）～

7月20日（月）

・有効回答数：2,351部

（石川中央都市圏すべて

回収率23.5%）

（うち金沢市回収分

1,381部 回収率23.0％）

１ 公共交通モニタリング調査の結果
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モニタリング調査回答者属性
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男性
57%

女性
43%

(N=2344)

3%

7%

12%

17%

20%

25%

16%

6%

12%

15%

17%

14%

16%

20%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者 実人口（配布対象者）
(N=2342)

【男女比】 【年齢層】

※石川中央都市圏すべての回答数



移動手段分担率（１）
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【市内交通手段分担率】 ※市内回収分を集計

・自動車の交通手段分担率が８割弱と高く、微増している。

・公共交通は約１割で、ほぼ横ばいである。

・徒歩＋二輪の分担率は１割強で、減少している。



移動手段分担率（２）
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【まちなか交通手段分担率】 ※市内回収分を集計

・市内交通手段分担率に比べ、自動車分担率が低く、公共交通と徒歩・二輪
の割合が高い。

・自動車の交通手段分担率が５割弱と高く、微増している。

・公共交通は約２割で、ほぼ横ばいである。

・徒歩＋二輪の分担率は約３割で、減少している。



公共交通利用の意識啓発に関する設問（１）
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【「クルマ」の利用を控えるべきか】

（左図による情報提供を受けて）

とても強く、そう思う
4%

そう思う
25%

少しならば、

そう思う
45%

まったくそう思

わない

22%

クルマをまったく・ほと

んど利用していない

4%

(N=2295)

７割以上の方は、
クルマ利用を控える
ことに対して共感

・市民に改めてクルマ利用を控えることを認識していただく機会となった。



【パーク・アンド・ライドについて】

公共交通利用の意識啓発に関する設問（２）
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【認知度】 利用したことがあり、

知っている
5%

利用したことはない

が知っている

61%

他都市などのことは

知っていたが、金沢市

周辺で実施されてい

ることは知らなかった
8%

まったく知ら

なかった
26%

(N=2312)

とてもそう

思う
27%

そう思う
36%

どちらとも

言えない

31%

思わない
3%

まったく思わない

3%

(N=2301)

【評価】

・パーク・アンド・ライドについて、６割以上の方が認知されている。

・約４割が金沢市周辺で実施されていることを認知されておらず、また、
「利用したことがないが知っている」の回答が約６割を占めている。

６割以上の方が認知

６割以上の方が
好意的な評価



新たな移動サービス（MaaS）について（１）
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【「あったら良いと思う」サービス】

新たな移動サービス（MaaS）について（２）
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51%
33%

38%
57%

12%
14%

26%
9%
11%

8%

複数の交通機関の時刻表・料金・乗…

複数の交通機関の運賃や乗車券な…

複数の交通機関が、定額制（月額プ…

交通系ICカードが共通化される

予約に応じて、みんなで乗り合って移…

マイカーを所持せず、月額や時間あ…

様々な場所に用意された自転車を、…

自転車以外の電動のカートやキック…

移動以外のサービス（公共・商業・観…

その他

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

0% 20% 40% 60% 80% 100%
(N=2178)

複数の交通機関の時刻表・料金・乗換案内が、スマホ・PCで一括して検索できる
複数の交通機関の運賃や乗車券などの予約・支払決済が、一括してできる
複数の交通機関が、定額制（月額プラン等）で乗り放題となるサービス
交通系ICカードが共通化される
予約に応じて、みんなで乗り合って移動できる「乗合タクシー」
マイカーを所持せず、月額や時間あたりの料金でクルマを分け合って使う「カーシェア」
様々な場所に用意された自転車を、指定の場所ならどこでも借りて返せる「シェアサイクル」
自転車以外の電動のカートやキックボード等を、シェアサイクルと同じ仕組みで提供するサービス
移動以外のサービス（公共・商業・観光施設等）の予約・支払い等と一体となったサービス
その他

交通系ＩＣカードの共通化や、料金・乗換案内
の一括化など、取組として想像しやすいものの
回答割合が高い。



新たな移動サービス（MaaS）について（３）
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【上記で回答したサービスが充実すれば、マイカー以外で

通勤・通学やお出かけをする機会が増えると思うか】

増えると思う
15%

少し増えると

思う
51%

増えないと

思う
33%

(N=2220)
６割以上の方が増える

と思うと回答

・新たな移動サービス（MaaS）について認識していただく機会となった。

・移動サービスが充実することにより、マイカー以外での移動が増えるとの
回答が６割以上ある。



まとめと今後の取組方針

【まとめ 今後の取組方針】

・移動手段分担率は、新型コロナウイルスの影響により、交通行動に変化があった可能性が
ある。

移動手段の変化を確認するため、継続して調査を実施していく。

・公共交通モニタリング調査を通じ、クルマ利用を控えることついて認識していただく機会
となった。

アンケート調査を通じた意識啓発は重要であると考え、継続して実施していくことにより、
公共交通の利用促進を図っていく。

・パーク・アンド・ライドについて、６割以上の方が認知されている。

約４割が金沢市周辺で実施されていることを認知されていないため、取組を幅広く周知す
るとともに、「利用したことがないが知っている」の回答が約６割あり、利用されていな
い理由の調査・利用促進策の検討が必要である。

・新たな移動サービス（MaaS）について認識していただく機会となった。

移動サービスが充実することにより、マイカー以外での移動が増えるとの回答が多いこと

から、今後はMaaSなどによる新たな利便性向上施策を検討し、利用促進を図っていく。
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２ モビリティ・マネジメントの取組

14・カーフリーデーの来場者数は約5,100人と、多くの方で賑わった。
（一昨年度：約4,000人（晴天）、昨年度：約4,500人（雨天）、昨年度比約13％増）

■開催概要（カーフリーデー４回目、トランジットモール２回目）

【主 催】 金沢市、金沢市交通まちづくり協議会

【協 力】 北陸信越運輸局石川運輸支局、IRいしかわ鉄道㈱、(一社)石川県タクシー協会、

(公社)石川県バス協会、西日本ジェイアールバス㈱、北陸鉄道㈱

【日 時】 令和２年10月3日（土） 11時～15時

【会 場】 市庁舎前広場及び広坂通りトランジットモール区間

カーフリーデー・トランジットモール



来場者アンケート結果（１）（回答者数：249名）
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23%

31%

18%

19%

54%

50%

59%

56%

6%

6%

9%

10%

2%

2%

2%

3%

4%

4%

3%

4%

11%

6%

8%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（2020）

（2019）

（2018）

（2017）

1.大いに必要がある 2.ある程度必要 3.あまり必要はない

4.必要ない 5.わからない 無回答/無効

問１：中心市街地の公害や渋滞、交通問題を減らすためには、

自動車の利用を抑制（交通規制など）する必要があると

思いますか

→ 約８割の方が必要性があると回答



24%

25%

18%

16%

31%

42%

33%

32%

22%

14%

21%

22%

4%

3%

4%

4%

17%

15%

22%

22%

2%

1%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（2020）

（2019）

（2018）

（2017）

1.とても良い考えだ 2.良い考えだ 3.良い考えではない

4.全く良い考えではない 5.わからない 無回答/無効

来場者アンケート結果（２）（回答者数：249名）
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問２：公共交通機関や自転車を使いやすくするために自動車の

ための道路スペースを減らすことは良いと思いますか

→ 約６割の方が良い考えだと回答
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来場者アンケート結果（３）（回答者数：249名）

41%

49%

41%

39%

51%

43%

52%

56%

2%

2%

1%

1%

6%

5%

5%

4%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（2020）

（2019）

（2018）

（2017）

1.とても良い考えだ 2.良い考えだ 3.良い考えではない

4.全く良い考えではない 5.わからない 無回答/無効

問３：「カーフリーデー」についてどのようにお考えですか

→ 約９割の方が良い考えだと回答
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問４：「トランジットモール」についてどのようにお考えですか

→ 約６割の方が良い取組だと回答

来場者アンケート結果（４）（回答者数：249名）

61%

57%

7%

7%

32%

37%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（2020）

（2019）

（2018）

（2017）

1.よい取組だ 2.よい取組ではない 3.わからない

トランジットモール未実施
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問５：新型コロナウイルスが発生してから公共交通機関の

利用に不安を感じていましたか

→ ８割以上の方が不安があったと回答

不安はなかった
14%

少々不安

があった
56%

大いに不安

があった
30%

無回答/
無効
0%

【新型コロナウイルスに関する設問】

来場者アンケート結果（５）（回答者数：249名）
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問６：今回のカーフリーデーでは各交通事業者が新型コロナウイルス

感染防止策を紹介していますが、左記の不安について変化が

ありましたか

→ 約６割の方が不安が和らいだ都会等

【新型コロナウイルスに関する設問】

来場者アンケート結果（６）（回答者数：249名）

不安は

もともと

ない
11%

不安が

まったくな

くなった
7%

少し不安が和らいだ
51%

不安は変

わらない
22%

新型コロナウイル

ス感染防止対策

を見ていない

6%

無回答/
無効
2%
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【概 要】 路線バスの利用促進のため、

北陸鉄道グループの路線バスに

ＩＣａを利用して30分以内に

乗り継いだ場合に通常30円割引を、

最大100円割引に拡大

【期 間】 2020年11月1日（日）～

2021年3月31日（水）

【その他】 乗継を伴う交通行動について、

ＩＣａデータを利用して分析を実施

その他の取組（１）

乗継割引の拡大（北鉄バスＩＣａ乗継割拡大キャンペーン）



10月 11月 12月 1月
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その他の取組（１）

乗継割引の拡大（北鉄バスＩＣａ乗継割拡大キャンペーン）

算出方法：乗継人数／Ica利用人数（定期外）

乗継割合

R2年11月より

乗継割引拡大スタート

・昨年とほぼ同程度の割合で乗継割引が利用されている。

・11月から乗継割引拡大したが、利用割合に大きな変化は見られていない。
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【概 要】公共交通の利用促進、回遊性の向上

ならびに渋滞緩和を目的として、

まちなかの対象店舗又は商店街で、

2,000円（税別）以上の買い物や飲食

された方に、300円分のお帰り乗車券

を配布

【配布期間】2020年11月1日（日）～

2021年3月31日（水）までの土日祝

及び年末年始（12月29日～１月７日）

【利用期間】2020年11月1日（日）～

2021年3月31日（水）までの

全日において利用可能

その他の取組（２）

お帰り乗車券
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その他の取組（２）

お帰り乗車券

枚

着札（使用）数

3,795枚

5,681枚

9,952枚

・年末年始の買い物により、乗車券の使用数が大幅に増加している。



まとめと今後の取組方針

【まとめ 今後の取組方針】

・カーフリーデーへの来場者は年々増加しており、イベントとしての集客力が向上している。

意識啓発の効果をより高めるため、内容を充実させたカーフリーデーを継続的に実施し、
まちなかの賑わいへの貢献及び公共交通に対する市民意識の向上を図る。

・来場者アンケートの結果、多くの方が公共交通の意義や利用環境の向上、カーフリーデー
への取組へ共感している一方で、コロナ禍における公共交通に対する不安が見られた。

コロナ禍、コロナ後における公共交通利用促進を図るうえで、感染防止策をより強く情報
発信する必要がある。

今後もお帰り乗車券などの公共交通の利用促進の取組を実施していく。
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■実施概要

３ バス専用レーン時間帯拡大実験および本格実施
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バスの走行性（平日）

9:12

7:35
6:48 6:48

5:51

0:00

2:00

4:00

6:00

8:00

10:00

18時台

H27通常時 H30実験時 R1実験時 R2実験時 R2本格実施時分：秒

7:00

5:41
6:33 6:27

5:30

0:00

2:00

4:00

6:00

8:00

10:00

18時台

H27通常時 H30実験時 R1実験時 R2実験時 R2本格実施時分：秒

武蔵→片町（南行） 片町→武蔵（北行）

バスの所要時間は実験を重ねるごとに短縮されており、本格実施後も同様の結果であった。

【R2調査日】 実験時：10/5（月） 本格実施時：11/30（月） 27



04:28
05:47

05:04
04:19 04:08

00:00

02:00

04:00

06:00

08:00

10:00

18時台

H30 -通常時 H30 -実験時
R1 -実験時 R2 -実験時
R2 -本格実施時分：秒

05:48

07:32
06:33 06:33

05:51

00:00

02:00

04:00

06:00

08:00

10:00

18時台

H30 -通常時 H30 -実験時
R1 -実験時 R2 -実験時
R2 -本格実施時分：秒

一般車の走行性（平日）

武蔵→片町（南行） 片町→武蔵（北行）

実験による一般車への影響は見られず、本格実施後も影響は見られなかった。

【R2調査日】 実験時：10/5（月） 本格実施時：11/30（月）28



遵守率（第２車線走行率）（平日）

バス専用レーンの遵守率は年々微増傾向にあり、拡大時間帯においても通常バスレーン
時間帯と同程度に遵守されており、本格実施後も同様の結果であった

【R2調査日】 実験時：10/5（月） 本格実施時：11/30（月）

【調査断面】 南町（南町－尾山神社前交差点間）、片町（片町きらら前）の両方向平均値

79%
74%

77% 80% 80%78% 78% 81% 82%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平常時 実験時 実験時 実験時

（10/4）
本格実施

（11/29）

H29 H30 R1 R2

現行バスレーン時間帯（17：00-18：30） 拡大時間帯※

※H30-R1：18：30-19：30
R2：18：30-19：00

平日
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バス専用レーンに対する住民の評価（モニタリングアンケート結果より）

30

【認知度】

実施区間を（自家用車で・

バスで）通ることがあり、

知っている
44%

実施区間を通ることはあま

りないが、知っている
51%

まったく知らなかった
4%

(N=2304)

とてもそう

思う
34%

そう思う
37%

どちらとも

言えない
24%

思わない
2% まったく思わない

2%

(N=2312)

【よい取組と思うか】

９割以上がバス専用レーンについて認知 ７割以上が良い取組と評価



バス専用レーンに対する住民の評価（モニタリングアンケート結果より）

31

実施すべき
19%

どちらかといえ

ば実施すべき
23%

どちらでも良い
45%

どちらかといえば実施

すべきではない
8%

実施すべき

ではない
5%

(N=2300)

【時間帯拡大について】

・「実施すべき」「どちらかといえば実施すべき」が合わせて４割以上

・実施に否定的な意見は１割程度と少数



バス専用レーンに対する住民の評価（モニタリングアンケート結果より）

32

32%

17%

23%

23%

34%

46%

7%

8%

5%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■バス専用レーンの時間帯拡大

【時間帯拡大について（公共交通利用頻度別）】

・公共交通利用頻度が低い方でも、実施に否定的な意見が少ない



まとめと今後の取組方針

【まとめ】

これまでのバス専用レーン時間帯拡大実験は

平日：３回（平成30年～令和２年）

休日：５回（平成27年、平成29年～令和２年）

実施し、拡大する時間帯やその範囲・曜日などの検討を進めてきた。

これまでの取組の成果として

令和２年１１月からバス専用レーン時間帯拡大（18:30→19:00）が本格実施された。

【今後の取組方針】

今後は遵守率をより向上させる取組を行うとともに、休日の時間帯拡大や終日化など、

さらなる公共交通の利便性向上に向けて、引き続き交通実験の実施を検討していく必要がある。

バス専用レーン遵守状況（㊧平日・拡大時間帯 ㊨：休日・拡大時間帯） 33



４ 都心軸等の交通量調査結果

交通量の最新データの取得手法として、トラカンデータ※を用いた。

都心軸・昭和大通り・本多通り・50m道路の交通量（平日）

34

■トラカンデータとは
季節変動や日変動（交通量の変動幅）
を把握するため、日本道路交通情報セ
ンター（JARTIC）がオープンデータと
してWeb上に公開している感知器のデー
タ。データは2ヶ月遅れで更新され、
365日24時間の断面交通量を5分間単位
にて取得できる。

【調査断面位置】
50ｍ道路

昭和大通り

都心軸

泉ヶ丘通り※1

本多通り※2

本多通り及び泉が丘通りについて：過去データとの比較については、
センサス調査断面との比較のため※1断面を用い、トラカンデータ単
独の集計（2018.6以降）では※2断面も用いる



都心軸（片町断面・12時間※）※7：00～19：00
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【平日】

・昨年までの交通量は減少傾向

・2020年は新型コロナウイルスの影響に
より減少

【経年変化】 【季節変動・コロナ禍による変動】

・4,5月は約3割減だったが、7月以降は
1割減程度まで回復している。



都心軸（片町断面・朝ピーク2時間※）※7：00～9：00
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【経年変化】

・4,5月は約2割減だったが、6月以降は
1割減程度まで回復している。

【季節変動・コロナ禍による変動】

・昨年までの交通量は減少傾向

・2020年は新型コロナウイルスの影響に
より減少



都心部における人出のデータ

出典：モバイル空間統計（ドコモ・インサイトマーケティング）
金沢市都心部エリア（金沢駅・武蔵・香林坊・片町周辺のメッシュ単位）における滞在人口（月平均、11時台）
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・2020年における都心部の人出は、新型コロナウイルスの
影響により減少（前年の９割程度まで回復）
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昭和大通り（三社断面 ・12時間※）※7：00～19：00
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【経年変化】 【季節変動・コロナ禍による変動】

・微増傾向が続いていたが、昨年は微減

・2020年は新型コロナウイルスの影響に
より減少

・4,5月は約15％減だったが、6月以降は
前年と同程度まで回復している。



本多通り・泉が丘通り（本多町3丁目・寺町5丁目断面・12時間※）

※7：00～19：00
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・昨年までの交通量は減少傾向

・2020年は新型コロナウイルスの影響に
より減少

・4,5月は約2割減だったが、6月以降は
前年と同程度まで回復している。

※1

※2

1999ｾﾝｻｽ
16,037

2005ｾﾝｻｽ
15,689 2010ｾﾝｻｽ

13,071
2015ｾﾝｻｽ

12,929

2018調査(7月)
11,157

11,818

11,555
10,510

16,799 16,296
14,711

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

センサス ※1断面 ※2断面
トラカンデータ（平日平均）

台/12H
市調査

95% 96% 89%
77% 79%

91% 95% 91% 93% 96% 98% 93%

96% 95% 89% 75% 73% 88% 96% 89% 93% 97% 99% 94%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2020 2019

2020 2019
台/12H

月

※％表示は前年同月比

※1断面

※2断面

【経年変化】 【季節変動・コロナ禍による変動】



50ｍ道路（県庁前断面・12時間※） ※ 7：00～19：00
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・2020年は新型コロナウイルスの影響に
より減少

・4,5月は約2割減だったが、6月以降は
前年と同程度まで回復している。
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まとめと今後の取組方針

【まとめ】

・昨年までの経年変化をみると、都心軸と泉が丘通りは減少傾向、昭和大通りと50ｍ道路は
横ばい～微減傾向にあった。

・緊急事態宣言前後（4,5月）は、交通量が２～３割程度減少していたが、直近の交通量は、
都心軸では１割減の状態で推移しており、昭和大通り、本多通り・泉が丘通り、50ｍ道路
は平常時とほぼ同程度まで回復している。

【今後の取組方針】

・引き続きトラカンデータを活用し、新型コロナウイルスの影響を含め、都心軸及び周辺道
路の交通状況を把握・分析し、都心軸の交通環境整備及び公共交通利用促進策を検討する。
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５ 携帯位置情報データを用いた移動需要の分析

出典：NTT DOCOMO HPより
42

今回の調査には含まない



流入超過エリアの抽出

昼間人口と夜間人口の差分をとることで、流入超過（目的地性が高い）エリアと、
流出超過（居住地性が高い）エリアを抽出した。

流出超過大
→居住地性高

流入超過大
→目的地性高

まちなか＋駅西方面都心軸に
流入超過（目的地性が高い）
エリアが集中

取得期間：2019年9月の一か月平均（平日、1時間ごと）

取得方法：【夜間人口】各メッシュにおける1～5時台人口の最小値

【昼間人口】各メッシュにおける9～14時台人口の最大値 43



流出超過大
→居住地性高

流入超過大
→目的地性高

北部方面に居住地性の高
いエリアが点在

・南部方面に流出超過の大きいエリア
（居住地性高）が広がっている

・概ね公共交通重要路線を利用可能な
エリアとなっている

金石方面に比較的居住地
性の高いエリアが公共交
通重要路線沿線に存在

流出超過エリアの抽出
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・公共交通重要路線の放
射状の形状は、各地か
らまちなかに向かう需
要と一致している

・携帯位置情報データから
ODを推定した結果、金沢
駅東西をまたぐ移動は約
2.4万人/日（駅東→駅西
約1.1万人/日、駅西→駅
東 約1.3万人/日）の需要
が見込まれる。

→金沢駅東西接続の強化す
ることにより、公共交通
への転換が推進される可
能性がある。

移動需要の分析

流出超過大
→居住地性高

流入超過大
→目的地性高
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まとめと今後の取組方針

【まとめ 今後の取組方針】

・まちなか＋駅西方面都心軸に流入超過（目的地性が高い）エリアが集中しており、移動需
要が高い。

・各方面からまちなかへ向かう移動需要については、公共交通重要路線の放射状の形状と概
ね一致している。

・各方面からまちなかへ向かう移動需要については、公共交通重要路線の放射状の形状と概
ね一致していることから、引き続き公共交通重要路線の利便性を高めていく。

・駅東西をまたぐ移動需要は、駅東→駅西で約1.1万人/日、駅西→駅東で約1.3万人/日と推
測され、より公共交通への転換を推進するためには、金沢駅東西接続の強化が必要である。

駅東西をまたぐ需要が多く、公共交通の金沢駅東西接続の強化による利便性を向上させる
ことにより、自家用車から公共交通への転換を図る。
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